
SPEED感のある復興 

復興は、できるところから、速やかに 
           宮城県復興会議委員・東京大学教授 石川幹子 

参考：農地塩害対策・支援 ：塩トマト プロジェクト 

 
津波により、広範な農地が塩害を被っており、仙南地域では、排水機能が壊滅してい

るため、内水氾濫の危険性があり、除塩作業を行うことができない状況にある。被災農家

を少しでも支援し、希望の復興へ繋げる試みとして、耐塩性があり、甘みが増す、塩トマ

トのプロジェクトを立ち上げた。６月２日に植え付け、７月１２日現在、枯死はゼロ。８

月上旬の収穫を予定しており、東京・京橋で販売予定（協力 NPO京橋川再生の会）。 
（主催：岩沼ロータリークラブ、NPO農商工連携サポートセンター、（株）マイファーム、 
東京大学 GCOE都市持続再生センター、協力 大阪住吉ロータリークラブ、） 
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